
 

「平成２７年度近畿総体(インターハイ)」結果報告 
 

 ８月６日(木)～７日(金)に、奈良県の吉野運動公園総合体育館

特設弓道場において、「平成２７年度近畿総体」が行われました。

本校からは男子個人戦に前田が出場しました。 

 

◆８月５日(水) 公開練習・監督会議 

 この日の午前９時に監督会議があるため、午前６時に大阪駅に集合しての移動となりました。(前日ま

で監督会議は６日だと勘違いしていて、めちゃくちゃ焦りました) 吉野駅からシャトルバスに乗り、監

督会議１５分前にギリギリ到着しました。宮原先生は監督会議、前田は練習会場で調整しました。その

後、１１時２０分からの試合会場での公開練習に向かいました。結果は××○○の４射２中でした。や

はり１本目を抜いてしまうと苦しくなります。早朝からの移動と厳しい暑さで前田は少しバテ気味でし

たので、昼過ぎに練習を切り上げて宿舎に向かいました。ところが宿舎はなんと三重県名張市！「えっ！

近畿総体じゃなかったの！」と思わず突っ込みたくなりました。会場から宿舎まで１時間３０分程度かかり

ました。移動だけで疲れます。近くのお店で遅い昼食(せめて昼食だけは豪華にと、伊賀牛の定食をいた

だきました。)をとり、とにかく早くホテルに入り体を休め、疲れを取ることに専念させました。 

 

 

 

◆８月６日(木) 開会式・個人戦予選 悲願達成ならず・・・ 

 この日も移動に時間がかかるので、朝６時３０分から朝食をとる予定でしたが、なんとホテルの朝食

会場が長蛇の列！、時間がないので近くの喫茶店でモーニングを食べて、そのまま会場に移動しました。

昨日同様、移動に１時間３０分程度かかり、８時３０分に会場に着きました。この日は、本校の運動部

の生徒や先生方がバスで応援に駆けつけてくれました。午前７時過ぎに学校を出発して、途中トイレ休

憩をとって吉野に到着したのが９時前でした。ホテルから来た自分たちとほとんど変わらない時間で学

校から来たことになります。改めてホテルの遠さを実感しました。 

 午前１０時開会式。その後個人戦の開始です。まず女子から始まり、その後男子となります。前田は

２８番目と比較的早い順番でした。実は前田はこの日の朝から今までにないくらい緊張していて、過呼
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吸になるんじゃないかと心配になるくらいでした。開会式を迎える頃には少しマシにはなりましたが、

緊張しているのはまちがいありません。いよいよ予選です。射場の前田は案の定、観覧席からでもわか

るくらい震えていました。勝負の１本目、前へ抜きました。今までの前田ならこのままズルズルといっ

てしまうところですが、今回は緊張からの震えにも負けず、２本目、３本目と見事的中しました。最後

の１本に予選通過を賭けましたが、残念ながら１本目と同じところに外してしまいました。無念の予選

落ちです。全国選抜も予選で落ちてしまっていたので、なんとか予選を突破したいと意気込んでいただ

けに残念でなりません。でもよく頑張ったぞ、前田！ 

 

 

■夢をありがとう 

 前田は、全国選抜大会に続き、２度目の全国大会です。前回も予選を通過出来ず悔しい思いをしたの

で、今回こその気持ちで挑みましたがダメでした。でも、この悔しい気持ちも全国大会に出場できたか

らこそ味わえることです。ほとんどの高校生が出たくても出られない全国大会に「２回も出場した」こ

とがすばらしいことだと思います。 

前田は、「先生方の指導やいろいろな方の応援のおかげで全国大会に出場出来た。」と感謝の気持ちを

口にしていました。逆に、我々顧問は「前田の頑張りで、全国大会の舞台に２度も連れてきてもらった。」

と思っています。本当に“いい夢”を見させてもらいました。前田、ありがとう！ 

■“挑戦”は続きます・・・ 

 そうはいっても「予選落ち」は悔しいものです。思えば、一期生の島本のインターハイ、二期生の小

野原の全国選抜、そして三期生の前田の全国選抜、インターハイと、未だに予選を突破したことがあり

ません。今回こそは！と意気込んでいましたが、またもや壁に跳ね返されました。この弓道部の悲願達

成は、現在１、２年生の四期生、五期生に託されます。頼むぞ！ 
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英真学園の大応援団！ 
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なすべきことをなそうと決心せよ 

いったん決心したことは 

必ず実行に移せ 
 

みなさん 応援 ありがとうござました 


